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前報にひきつづき,まずシンガポールののこりの中綿の基原に′)いて述べ,続いてシンガポ

ールの中 衛の特徴などを検討する｡

前報までに,すでに525品目について,その基原を検討した｡本稿では,隠花植物および植

物僅加工品などのその地類圧葉27点,動物類生薬50点,鉱物類珪薬1鋸t,の余計95品目について

述べる｡

鉱物類生薬については,多田,吉廿が,動物顛生薬については小島が,そuj地軸生薬および

全体にわたっての検討は新Illが,それぞれ分担 し,その基原について考察 した｡

鉱物類生薬は, その形態, 性状および X線解析によって同定したo 主成分に闇しては,非

結晶物および鉄を含んだもの以外は,Ⅹ線解析で推鼠 確認してある｡この鉱物難月･-.薬には,

なお問題をo)こしているので,多lliが他の苗 場晶を加えて詳細に検討し,別柏で報告する予定

である｡

また,動物類生薬は,植物あるいは鉱物のそれとは異なった,困難な問題がある｡すなわち,

その基原を推定するに必要な部分を欠いているものが多く,たとえば,恐らくはゴキブリ類o)
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T｢シンガポールの中綿 (2)｣ 『東南アジア研究』(1972)Vol･1(),Nol1,pp･]05-1201
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東南アジア研究 10巻2号

糞であろう遊虫珠とか,角のうす くけずられた正玲羊では,とうてい正確な同定はできなかっ

た｡一方,その基原を推定するにあたり,文献としてj恥､た紡材学や中桁志では,一種のみを

基原とするものはむしろすくなく,多くは同属異種の数種とか,その近縁属を広 く含んだもの

である｡そこで,ほぼ誤りのないものは,その基原を記載 したが,疑わしいものはすべて不明

の項に入れた｡そのため,動物類生薬に関しては,本稿で充分に意をつくしているとはいいが

たい｡また,動物類桂薬は,植物や鉱物のそれとはことなった次元の問題も含んでいるようで

ある｡そこで,動物類生薬については,小島が他の市場品も含めて,比較検討し,改めて,別

稿で報告する予定である｡

なお,本稿の記載法は,第 Ⅰ報*で述べたどとくである｡

その他類生薬

原

S442;昆 布 LaminariajaponicaAreschong*
lLaminariaccaeJ

備 考

p ]書G.B.和漢薬名乗によれば Eisenia
bicyclisSetchell(アラメ)

蝉の幼虫に菌が寄生したもの,紡材
[Clavicipitaceae]ぎ学では蝉花

CicadaflamataDist.(Cicadae) I

S44両 老 師 Ⅰ,｡Iyp｡rusumbellatusFries.話芸,;pe.1三cceeL:;冒!

S44‡‖ 萩 苓 jPoriacoc°sWolff.* L 〟 ];

s452両 仁 日 豊 .acNhTyuSn,rStlvCnuPf.a.cnCin賢ohha*kin｡*
[GramineaeJ

l

*『東南アジア研究』(1972)V()1.9.No.4,p.598.
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小島ほか :東南アジアにおける生薬の比較研究(孤)

･o !生 薬 名 と 基 原 i 備 考

(SchlechtenthliachinensisBelll

S458 恨 千 七 .Rhusvernicif(､raI)C*

ー･･L
I
L
*

r通常-マダリの貝を指す, Schlech-
tendaliachinensisBellの寄焦によ
り生じた虫えい｡

〝 】

N l 紡材学では干漆,煩は加熱の意
S459･･藤 黄T GarciniとthamburyiHook.f.* [Guttiferae]

F.と1.t.qajoeti11乙LL.*

S460 椴 芦 会 .Aloesl)P.*

S461 神 曲

S464 日 茶 井

S466 白石衣T

S528 鹿 枇 草

｢Uml)clliferdel;絹材学では阿貌
LLiliaceaei 繭材学では慮静,煩は加熱の意

*蒋材学による学名

T柿用

(i,.B.は Gardens'Bulletin

絹材学では神軸

径約3cm,厚さ3mmの円板状, 葉
および小枝片混入,灰色, タンニ ン
反応ド捌守,阿仙薬のlUHt)､?

形状,大きさ不定,厚さ約 0.2mmの
薄片,-一面は黒色で全面に多数の突
起状中点,他面は平滑,付着噴あり｡

謹上二色,棒約 15-20(･m,厚さ15cm
の餅状冊Ⅰ71めたもの,LJ)｢宜ま草本性
せ,LL､状,軽いO

337



東南アジア研究 10巻2号

動 物 類 生 薬

I

l

S485!地 尤千丁

S486:水 蛭 干T

S491 蝉 退

I

S492 ! 彊 竃

こ ~一 一二

S494:EF.牡 利

S495r珪 石 決

I

S497㌢海 馬

S499 日 尤 伎

S525!製 祈 蛇

I

S500日刊 甲

S5011生 別 甲
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甲

甲T

Tr-.脂3-天T

基 原

1spoon,gLtlBa.ns;FliasPsopnpFY1;pAh;dnaatqEa!e;*p.*

i

･ [Spongilladael

Corallium elatiusRidley*or
C.konojoiKisjimouye*? [Gorgonidae]

PerichactasicboldiiHorst.*

orLumtや uste.rrでstris* LLumbricidael
orPheretlmaEISlatlCaMichaelsen*

lMegaHCOlecidae]

HirudoniponicaWhitman* lHirudinidael

ButhusmartensiiKarsch.* [Scorpionidae]

Scolopendramar｡itansL*｢Scolopendridae]

CryptotympanapustulataFat,ricius*?
[Cicadidae]

BatrytisbassianaJ3als* [Moniliacenel
BombyxmorilJ.*(Rombycidae)

捕

虫休

蒔材学の珊瑚に類似する,骨酪

綿材学では地克,虫体

紡材学では水蛭,虫体

紡材学では全軌 虫体

紡材学では焼蛤,虫休

紡材学では嘩駿,幼虫の脱皮殻

紡材学では彊蚕,P,atrytisbassiana
I3alsが寄生して死,/i/だ虫体

BombyxmoriL* [130mby(､idac]㌻かいこの糞

// ? l " l

PolistesmandarinusSaussurc* ｢Vesl)idael

Ostreasp. ｢Ostreael

Haliotis叩p. ｢IL,lliotidaL,l

Pinctadasp. [Pteriidael

I-Iippo(･ampussp. ｢Syngnathidae]

FJIapheclima(､ophoraSchlegel*I(､01ul)ridael

AgkistrodonaeutusGuenther*?
[Crotalida可

AmydasinensisWiegmann* ｢Triocychidae l

〝 ｢ 〝 ]

かいこのまゆ

製

綿材学では牡購,貝殻だけで種の鑑
定は困難

紡材学では石決明,貝殻,2-3種混
入

約材学では珍珠貝,貝殻
魚体,蒔材学に4種戦記されている

荊材学では尤衣,脱穀

絹材学の断蛇に類似する｡

紡材学では亀甲,榎甲羅,加熱加T_局
P U

(17eOClemysreveesii(lrrav* rTestudinidaLll 腹 甲羅 , 加 熟 価T_描

P I H 仁 〝

ptrlSSermOntanuSSaturatuSSteincger* !執
りrCardllelis･ql)lnuSL.* lPlo(､ei(1両

lFringillidae]

Callusdomesticus13risson* [Phasianidi可 約材学では難内金,胃 撞 内膜,加熱
加工Lr.[])

〝 ｢ 〝 ]!紡材学では難蛋売,卵殻

Erinaecuseuropaeusdea】batusSwinhoe* 新村学では刺弓鞘支,体表唆 (=削
()rFJ.amurenSisElmurenSisSchrenck*

｢Erinaeeidae】

P ′′ 】 ′′

Man isp entada (､tvlaSundevall [Manidae] 帯甲鱗片,加熱加工 晶
〝 ｢ 〝 ] 約材学では穿山甲(S508と同じ),普

甲鱗片

P.dasvma.llusTemmick*



小柳 まか :東南アジアにおける生薬の比較研究(IrI)

No L生1薬 名 ; 兼

S511‡夜 明 砂

S513

S527

虎 骨

原

VespertiliosmurinusI･･*orlVespertilionidael
Rhinolophusferrum-equinum nlppOn
Temminck* [Rhinolophidael

IJCpuS (･unu(､ulu･sL.* or [LeporidaeL!
L europaeusaurlglneuSHouister*

糞

〟

備

FelistlgrlSSlyaniPocock* [Felidael 骨,加熱加工lF,jTl

鹿 筋 CervusnippnnnipponTemnlinck* .艇あるいは筋肉
lCervidLlel

S617【暇鹿角 覇 〝 [ 〝 】 狗,加熱加1二品

‡三∴ - ∴ -∴ ∴ ‥∴ ∴ _∴ ~∴

≡…三㌢

考

象牙片す 〝 [ 〝 】 .;角
血 飴 .HoII-(,SaPiensL･* 〔Hominidae日 精材学ではJrLl余,人毛炭化物

S489=金 地 別 ゴキブリ知の虫体,光沢のある黒か

っ色こぼん型,超はなく,前頭部に

巨黄白色のふた,どりがある｡

S521 遊 虫 珠 ･ゴキブリ懲io)栄,掻 1-2mm,長さ

2-5mm のlrl捕三伏,灰黒色～黒色

S490.桑 蝶 蛸 カマキリ類の恥 2種類混入,縮材

そのいずれか,あるいは記載外の別

種の可能性もあるO
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東南アジア研究 10巻2号

9種, うち2属 2種の学名が記載さ

れているが,そのいず,jLにも-一･致し

ないO

S522:羊 大 富 コガネムシ朗の虫体,2種類混入,

(A)黒色で,光沢がなく,雄体は3本

角で,長さ 3.5cm,帖 2.2cm,雌体

は1本角で長さ 2.8cm,帖 1.日cm.

(T31黒色で所部欠如,胸部肯面に点

刻があり,腹;t嗣摘了に)rL沢および6
条の浅い縦溝がある｡ 長さ 3.5-4

em (頭部なし),幅 2.5-3cm

S4･96 海 蛇 蛸 イカ類の甲羅,紡材学に2属5種が

記載されているが,甲羅だけで種の

鑑定は閃難｡

S52() 水 仙 千 -エ類のさなぎの脱穀,かっ色,節
錘形で,横縞がある｡長さ約 1.5cm,

径約 5mm
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小島ほか :東南アジアにおける生薬の比較研究(Ⅲ)

No ;生 薬 名

S524 j影 魚 鯉 T

性 状

魚瓶(サメ類 ?)の鯉,長さ約 10cm,

幅約 4cm,厚さ約 1cm にカットし

たもので,幅約 8mmのひだがある｡

黄色～淡かっ色

S498 海 龍 タツノオ トシゴ類,紡材学の海龍に

は一一･致しない｡カットのため全長不

;明であるが･15-20cm と思われるo
:口吻は良 く,約 2cm,胴貯切創 ま台
形,背部小さく,腹部大きい｡尾部

はわずかに曲る｡

S523 蝦 蝉 :｢ カエル瓶の内臓を除去し,腹開きし
て,拡げたまま乾燥したもの｡

S514;正 玲 羊 ･カモシカ類の乱 荊材学には5属6

1

の鑑定は困難｡
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鉱 物 為Uf:_莱

No L!l1--A# 名

石

S532j旗 名 異

S533r紫 石 英

名 称 お よ び 主 成 分 . 備

Pvritum* FCS2

0cherum Rubrum * Fc20 3

Magnetium * Fe20 3.FeO
Limonitum* M nO 2,Fe20 3

Am ethystum* SiO 2

S534 秋 右 目 inet)0.qit､ユm UrinaePraep,lratum*

Stala(､titllm* CaCO3

1′ 〝

S536･.服浮海石

I

S538】陽 起 石

S539

S54()

S541

S542

前 石

赤 右 脂

伏 尤 肝
生 石 膏

S543L71弓水 石

I.apisPumicis*

Mus(､ovitum* KA12(Si3AIO10)(OH)2

Phlogopitum* KMg3(Si3Al010)(0Ⅰ寸)2

Tremolitum* Ca2Mg5(Si8022)(0Ⅰ~Ⅰ)2

Tat(,um* Mg3(Si205)2(OIl)2

BolusRut)ra* SiO2

Terrall'lavaUsta* SiO2

Gypsum ll'ibrosum* CaSO4･2日20

Cal(､itum* (1aC03

約材学では代′硝石

考

絹材学では紫水晶,和漢薬名乗では
蛍石 (CaF2)で,紫水晶はほとんど
見当らないという｡

紡材学の淡秋右(尿酸カルシュウム)
に近い｡

措材学では満乳右

蒔材学では花蕊石

絹材学では尤骨

非結晶性物ノf･rTiA

蒔材学では金礎石

和漢薬名菓では
ActinolitcCa(Mg,Fe)3Si4012

約材学では滑石

かまどの土

本稿で, シンガポールで収集 した申約621点のすべてをい ちおう報告し終えた｡そこで,今

後の予測をつけるために予備的な検討を行なってみた｡その際,この裏料と比較する資料が必

要である｡それには∴ 二つの条件が必要である｡一つは実際に実物を入手 し検討されているこ

と｡ もう一つは,ある車場で徹底的に収集され,そのすべてにわたって検討されていることで

ある｡

こ0)二つの条件をだいたい満た しているもoJが二つある｡紡材学と,Gardens'Bulletin第6

巻の報告である｡

約材J､予は, l情JI約学 院約材守教研組によって,1959年に編集され,1961年に出版されたも

C/)である｡ 柚物伸雄薬498種,動物性82種,鉱物性54種,合計634種が記載 されており,さらに

什江に160種余 りが加えられている｡

この編渠〟)ために,両京を小 心とした地方で, 小 結♭上 申 約厳,申約公司で実地調査を行な

っている｡そ して北京,天津,沈陽,成都,上私 募州,杭州,永嘉などでも標本を収集 し,

その廿-.I,Ill･iや鑑別U)ためo)賢料を集めているoそ して記載にあたっては,常に実物にあたってい
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小島ほか :東南アジアにおける生薬の比較研究(Ⅲ)

る｡これらの中には,わずかに洋地黄や洋金花,番潟叶などの西絹も加えられている｡ ここで

は,これらも中桁としてとりあつかっている｡*

Gardens'Bulletin第6巻に,DavidHooperによる ｢OnChineseMedicine:I_)rugsof

ChinesePharma(､iesinMalaya｣という報告がある｡これは192即日二発表されたもojであるO

この報哲のもとになった生薬は,当時,シンガポールの 130tanicGardenc/)DirertOrであ

った Ⅰ.H.Burkillがマラヤの申精紡行で収集 したものである｡収集地の明確な記述はなく,

恐 らくは, 大部分をシンガポールで集めたものであろう｡ これには,植物性!T:_粟415柿,動物

性29種,鉱物性 12種合計456種が記載されている｡柿物性牲薬は,Hew a)Royal130tanic

Gardensで同定された｡その糖度は相当に高いものである｡ただし,動物類や鉱物期は慣用名

で記載されており,植物性生薬よりは,精度が低いようである｡

この二つの資料を用いて,本稿では,全体像を把握するために,主に数愚的な比較を行なう｡

(1)比較するための手続き

シンガポールの中桁と Gardens'Bulletin記載の中桁と縮材学記載の中綿cJjそれぞれを対応

外に難 しく,原則として次のようにして行なった｡

まず,飲片と杜のものといった形状の変化したもの,加工法の異なるもの,等級や使用部分

の異なるもojなどは,本稿では区別 して記載 してきたO しかし約材J､;･':ではそれらを区別せず,

1品目としてとりあつかっている｡ そこでまず,紡材学にしたがって,そのうちの代表的な品

目に整理 したOそのため,シンガポ- ルの中桁として記載 した621.付 し主581点に整理 された｡

Gardens'litllletinについても同様に処理 し,456点は430点に整m.された｡

｢ぎに/巨渠名の検討が 必要である. /jI.英名自体がさまざまに変化する｡ たとえば, 夜勾藤

*ここで筆者らの ≠中絹クと称している内容を述べておきたい｡

中衛を筆者らは非常に広く解釈している｡｢中綿とは,中FiiT医学体系ないしは亜流中国医学体系の中で
用いられる薬物｣という意味で用いている｡jH溜己という言葉はやや不明瞭であるが,これは1号二申国の
民間医学のようなものをさしている｡

このような一義的な意味のほかに,動的な概念をさらに加えている｡その薬物が,発!i:.的には,他の
医学体系からのものであっても,その体系の中にとりこまれてしまった薬物は,中鏑とみとめるという

見方である｡ある薬物をすでにとりこまれてしまったかどうかの判断はややむずかしい｡だが,その薬

ある｡たとえば,洋地黄や洋企花,番硫叶などは,他の中桁とまったく刷新二記載されており,番鵜叶
レ)場合,その用途として ｢性塞,苦汁苦｣などと記されている｡これはすでにヨーロッパ流の解釈では
ない｡すでに中国医学の体系にくみこまれていると判断できる｡それゆえ,ここでは,紡材学記載のす
べての塗薬を中桁としてあつかっている｡また,この視点はさほどに奇妙なものではない｡｣鋸T-･する中

綿自体が,さまざまの薬物をとりこんできた歴史的産物にすぎないからである｡

動の問題をとりあつかえるようになる｡
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東南アジア研究 10巻2号

鳩目一花 (相賀花),凌甘柁 (凌胃花),旋福花 (旋夏花)など同音異字と解釈できるものが非常

に多くあるo申国人は漢字を大切にするというのはどうやら俗説で, 中衛桁行で実際につかっ

ている付薬釦 ま,渡字にそれほど気をつかっているようにはみえない｡音が共通であれば充分

なのであるoまた,筆者 らの読みちがいではな くまれに砕骨補 (骨砕補),五脂夷 (五戒脂),

石窟花 (花蕊石)のように字の運転するものもみられた｡( )内は結材学での名称であるが,

現物との対応を行ないながら,それらと同一名であることを確認したo

r実際に収集 した年薬と記載された牲薬の性状とを比較 して,全 く同一またはほぼ類似 してい

るにもかかわらず!f:.東名の全 く異なるものがある｡それらは多くの場合,シンガポールの中桁

と,G.1号.の中綿の問でおこったO絹材学との問にそのようなことがあまりおこらないのは紡

材FT':では別名を相当よくひろっており,多くはそのどれかに該当するからである.蒲黄共 (和

尚頭),芙葬根(川樺夜),香津芝 (揮蘭),水綿花 (侠饗花),夏枯 (洛吟草),益母花 (坤軍),

老孝花(肉膏悪衣),江子仁 (巴豆子),千金子 (続障子),焦意仁 (土熟米),金笑梅 (錦地砕)

など,- ( )内は G.13∴記載の年薬名- がその例の一一･部であるが, これらは別名として

とりあつかった｡

J方, 桂薬名が同じかあるいは類似 しているにもかかわらず,その基原植物がことなること

がある｡その場合,同一隼薬名であるということは,同様の用途であること示唆していると考

え,ここでは同類年薬として取りあつかった｡

同一性薬釦 こ対して基原植物が異なる年薬は生薬学的に興味のある問題であり,なお研究の

余地がある｡

種のレベルで異なるものは多いが,ここでは省略しておく (すでに報哲した表を参照 してい

ただきたい)o

属のレベルで異なるものには次のようなものがあった (S:シンガポール.G.B.:Gardens'

T3ulletin,Y:約材学)

IJig.usticurnwallichiiFranch (S,Y)

PetlCedanumjaponicumThumb.(G,B.)

Curcumazedoar]'aRoscoe (S,Y)

KaempfeiapandurataRoxb.(G.B.)鶴孔子:naurusearotaL.(S)
北鶴武 : ′′ (Y)

学風 :Cat-callsAnthriscusScop.(G.B.)

(汗防己 :St叩haniatetrandraS.Moore (S)
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防己 :StephaniatetrandraS.Moore (Y)
防己 :CocculustrilobusDC (G.B.)

木防己 : ′′ (Y)

利害奴 :ArtemisiaanomalaS. Moore (S,Y)
SR :Solidagovirga-aureaL･(G･B･)

科のレベルで異なるものには次のようなものがある｡

降香 :AcronychiapedunculataMig(Rutac.) (Y)

降香 l･Darbergiasp･(Leguminosae) (G･lil)

夫沙宛 :Astragaluscamp】anatusR.おr.(IJeguminosae) (S)

関沙苑 :Abutilonindicum G.Don(Malvac.) (G.I主.)

相骨香 :CrotoncrassifoliusGeisel(Euphorbiac.) (S)

鶏骨香 :Aquilariasp.(Thymelaeac.) (G.B.)

弟仁 :ZizyphuSSpinosusHu.(Rhamunac.) (S)

㌔ . DiospyrosLotusL (Ebenac･) (G.13.)

*## :IsatistinctoriaL.(Cruciferae) (S)

大背 :IndigoferatinctoriaL.(Leguminosac) (G.B･)

二

(…芸芸

Asarum sp.(Aristrolochiac.) (S)

Lycopodium scrratum Thumb.(Lycopodiac･) (G.B.)

HomalomenasaggittacfoliaJungh･(Arac･) (S)

Polypodium sp.(Polypodiac.) (G.B.)

烏不企 :AraliadecaisneanaHance(Arac.) (S)
鳥不宿 :Zanthoxylum sp.(Rutac.) (G.J3.)

二

言 ~三

(≡

StellariadichotomaL Var.lanceolataBun酢 (Carp()phyllac.) (S)
Bupleurum falcatum L.(Umbellifcrae) (G･Il,)

CrocussativusL (Iridac.) (S)

CarthamustintoriusTJ.(Compositae) (G.ll)

里光 :LespedezacuneataG･I)on. (Leguminosae) (S)

里香 :DephneodoraThumb. (Thymelaeac･) (G･B.)

なお,上記したものがすべてではなく,また種々の問題を含んだものもある｡たとえば,甜

老葉 (S)は基原が不明であるが,甜老(G.B,)とは対応するものとして処理 した｡ -条板(S,

G.B.)はともに基原不明であるが同類投薬とした｡
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(2) 全体としての比較

先述 したような手続きで,表 1を作成 した｡この裏をもとにして,全体での比較を図1に示

した｡

賄材学や Gardens7Bulletin記載の中衛のすべておよび,筆者 らが収集 した申繭のすべてで,

それぞれの市場のすべての中縛を落ちこぼれな くひろったわけではあるまいが,これら三つの

中桁群はその調査法か ら推断して,それぞれの市場を充分に表現 していると考えて もさし√)か

えあるまい｡

シンガポールCj)中衛群 (S)と絹材学記載の中蒋群 (Y)との比較は, シンガポール市場の｢I蘭

群と,柄京を中心とした市場の中桁群の比較を意味する.そして,適切であるかどうかは今は

とわないことにして,東南アジアの申帯群と,中国本土の申帯群の比較ということを念頭にお

いている｡

さて,図1からみると,シンガポールの申紡群と紡材学記載の中 衛群とに共通な生薬は,前

者の70%を しめ,後者の600/.をしめている｡このことは,二つの評価の仕方がある｡一つは,

やはり両者の問には,高い相似性があるという見方,もう一つは同じ中桁でありながら,約3
分の1ほどもo)/i基がことなっているという見方であるOもちろん筆者 らは後者の立場をとっ

蓑1 シンガポール,Gardens'Bulletin,緒材学の中綿群の比較
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S･シン仇 げ一一ルの中#7

Y.･蔚JA等言己薮q)中再

S十G:SとGと言わL+/=EL7)
(r=r=IL共通する中厨は1品目とする)

I- 『 G,S,YL二共親fJT中筋
卜N＼N SとG/≡り1=共濁5,1中,約
E≡≡∃ SとY/=111= 〝
E≡:≡:ヨ Yと(S+G)に 〟

～- -

(S+G)

0 】00 200 300 400 500 600 7(X)

図 1 中 桁 群 全 体 の 比 較

ている｡

シンガポールの中綿群と,Gardcns'Bullctin記載の車齢 洋(G)との比較は,ほぼ同-市場

における40年間の時 間の流れによる変動を表現している｡40年刷 りに,150点もの生薬が加え

られ,市場での種類が豊富になったOそして,後者の800,/Oがなお現在の碑易にみられる.そこ
には,市場のある程度の連続性がやはり読みとれる｡しかし,現在の苗場では,増加したため

60%ほどが40年前のものと共通であるにすぎず,相当にはげしい変化をとげたと考えられるo

また,三者に共通な生薬は,約材学記載の･-i蘭 のたったの4100/Oにすぎない0時間,場所をと

わないで常に使用されている中綿の中核となるもojは意外にすくないもo)なのかもしれない｡

やはりさまざまの条件の車で変動しているのであろう｡

東南アジアの中桁群と申甘本土の中綿群の比較をより鮮明にするために,40年前ojll｣鵡群を

現在のものに加えたもの(S+G)と,紡材学の申約群と比較してみた｡ 総数ではほぼ同数の670

ほどになり,互いにほぼ3分の1ずつ異なった娃薬をかかえている｡ 東南アジアのLt蘭 群と,

中国本土0)申紡群とは,まずまず3分o)2が同様ojものとみていいようである｡もちろんこれ

らの試みは粗いものであるが,このような試みがほとんどなされてい机 ､現在では,一応の目

安となるであろう｡今後の質料のつみあげによってより明確にしてゆきたいと考えている｡

(3) 用部別にみた比較

この項は,はじめから予測していて行なったものではない｡このシリーズでは紡材学の記載

法にしたがって用部別に記載した｡そのため,全体をまとめる過程で出てきたものである｡

しかし,生薬が茎であるとか根であるとかといった形態が,粟としてUj生薬にどれほどoj意

味があるのかは,やや検討するには難 しい問題である｡ここでは, それにはあまりふれずに試

みた｡
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図2 各 用 部 に お け る 比 較

用部別の三者の比較を図2に示した｡さらに,類型化するために,図3のようなグラフをえ

がいた ｡

これらのグラフは同一の手続きで行なっている｡(i)のシンガポールの用部別の中 筋群と紡

材学記載の用部別の中紡群の比較で説明すると,横軸には,共通する生薬に対するシンガポー

ルの申縞の割合 (SY/S)をとり,縦軸には,それに対する紡材学の小結の割合 (SY/Y)をとっ

たO そのため,0点に近いほど両者は異なったものであり,(1.1)点に近づくほどに一致度が

高くなる｡ また,0点と(1.1)点を結ぶ対角線よりも左上方に点がくる場合,シンガポールの

中筋のほうが紡材学の中桁よりも全体の数が大きいことを示し,右下方にある場合は,その逆

になる｡各点を環でくくっているが,その意味を考慮しながら,できるだけ自然なくくり方を
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S-Y.SとYの-M L二間するグラブ SY/S:SYO7Sに片 する割合 クラブ内(1)略号Li図2亨解
SY:SとYf=共通fJ､中節数

日)S-Y

略号l<lH 下回嫌 ×二合体での-致度

(吊 G-Y (吊 S-G

0.5 1

SG/S

図3 用 部 別 の 比 率 で の 比 較

したつもりである｡

図2を参考にしながら, (i)のグラフを考察してゆくと,まず全軍類(H)が目につく｡対角

線の上方にあり,かつとびぬけてはなれており,-致皮が極めて低い｡次に鉱物類(M),動物

類(A),その他類(0)のグループは,対角線から下方に大きくはずれているとともに,横軸の

1に非常に近い｡すなわち,このグループは,ほとんどのものが薪材学の生薬に一致するが,

紡材学にとってはそれは一部分でしかない｡次に,対角線より上方に位置_する茎,材類(W)と

板類 (R)からなるグループがある｡これらはともにシンガポールのほうが数量的に多く,比較

的紡材学では一致度が高く,シンガポ-ルではそれほど高くはない｡すなわち,これらは鉱物

類などのグループのほぼ対敵的なグループである｡残る一群は,対角線の近くに,対角線にそ

ってならぶ,薬類(L)､花類(Fl),果実類(Fr),種子類(Se),皮類(B),根茎類(Rh)のグループ

である｡一致度は,その膳に高まってゆく｡このグル-プが全体としての両者の一致度を表現

している｡

同様のことが,Gardens'Bulletin の中桁と蒋材学の中桁との問にもみられる.全軍類は同

様に極端に一致度が低く,その他類を除いた動物類,鉱物類が一つのグループをつくり,紡材

学の一部からなりたっている.塞,材類,根矧 ま,(i)のように一つのグループを形成せず,そ

の他類をも包含して一つのグループを形成している｡

シソガポ- ルの中桁と Gardens'Bulletinの中筋との比較では,相当に様子が異なる.鉱物

類と動物類が目立ってはずれており,他のものは一つのグループを形成している.鉱物類は,

ともに収集された数が少なく,わずかの相違が大きく影響をおよぼし,このようなとびはなれ

た位置にあるO動物類は,Gardens'Bulletin ではわずかであり,かつそれらは,ほとんどシ
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ンガポールのrrl縛と同様のものである｡このやや特殊で数の少ない,生薬をのぞくと,ほぼ近

似の位置に集中している｡

このようなことからも,シンガポールの坤紡群と Gardens'Bul]etinの中筋群とは 紡材学

の中筋群よりも近いものであるといえる｡また,紡材学の中筋群がこれらの中筋群ともっとも

異なるのは,全 章類であることが指摘できる｡

別の視点からみると,その変化する用部は,全軍類,薬類,茎 ･材類および板類である場合

が多い｡これは薬類牲薬の品質的に劣るものが全章類生薬にいれられ,また茎 ･材類生薬と板

類生薬とは明確に区別することができないことにも関連している｡

また, 全草類,薬類などの一致度の高さは,全休としての中 桁群の一致度の高さと比例関係

にあるかもしれない｡さらにこれまでの数度の民間薬調査の経験では,民間薬の普通の形態は

全章が最も多く,ついで葉,茎,根であったことを考えると,民間薬がまじりこんでいる可能

性が高いと思われる｡

本稿では,主に数量的な観点から分析したが,次稿ではさらに進めてその中味の,あるいは

質的な考察を行なう予定である｡
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